










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1!;~lfff'H >rIlI J'i1幅|!|| l k l i||  襟肩ア f I g I h I h I i 襟 幅 1 m 重量参照三一キX2荏下り立棲妊幅合棲前身幅一E一 桁 袖口 (襟折返し側〉袖丈 身丈
1十6.01-卜8.01-1 -128.21 0.801臼 01ベ (立て込〉ド1.0 1叫 73叶美野
1.52 16.0 11. 5 18.5 15.0 15.0 28.0 0.87 53.0 7. 49.0 11.5 520 g 美2術4研2号究
(外内側も可
1.89卜20|E111180|川151鈴 210.97156.51 1.2 148.0 1 叫 80g 1 美星野
(内側〉
2.0215.0 1 -卜1.01-I ド9.511.021ベ 11. 0 ト551川叫 向上(内側〉
2.07 13.0 10.5 25.0 19.0 18.0 39.3 約l 58.5 51. 5 123.5 40 g 向上
(合1も可)
1.7514.0 1 9'~E 卜4.5 卜4.0 138.0 11.05156.51 1 11. 5 150. 1123.0 1 7山|美野
〈内側〉
1叶州刑m507160ll 9.5 ド8.511叶610g 1 向上(外側〉
1. 97卜3.5叶32.5卜8.016.5137.51約1[56. 212. 51 11. 5 148.71 叶γ|美僻
(内側〉
1. 60卜6.01-1川|-| 121fi|loB9卜2.01 1 (立て九)1岨 o1 川[4mg| ?? 
1. 571不明|約10仲川20izz;1卜3.01 1品 150. 0 1 17.0不明|重野








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一一J 益|補 I{~ι[ 中入蹄 l l 紐 同 l!Ii O)mll!iall! 11& ~ ~ 紐 三角裂袖の子 袖幅後身幅
慨ヂ胴服|ナシ|ナシ lr|開| 欠 1 (紺主革) 1 '1袖 124.01 35.0 
持柳繍ー | 背 3割. レ 紅 平 絹 三角裂伝 花染胴服 有ナシ 40 綿入 平 ぐ け 和 (紐と共裂) 広布121. 0 32.0 
上 裏 ・鶏色平絹〉 3x43 
キ多
平問|有|ナシ|吋レ|綿入 15四つ話| 乳 | 
謙 -紅絹 38.3 I n'fjl /'- I 37.5 + (総)4~5 I (裏と共裂〉
(4)地五重樺牡丹唐草文 紅平絹
所 (ナシナシ lT5レ[号厚fl平ぐけ F| ナシ | 
!用
(裏 ・ 平絹) I I vv  • V 'FF-.I 3. 8 x 37.
(5)浅葱絵裏綾竹雀紋繍，襟摺 紅 平 f有
背 6割. レ 三角裂1同 箔描( 胴服 有 ナシ 43 袷 平ぐけ紐 (紐と共裂〉 広相119.0 39.5 
日展 -紅平絹〉 2.3x 54. 5 
/¥ 山表向門 IHI背 許レ 1~ A 1 fsゆ都世| 乳 1 P;~T20.51 
領 』岡弘・紅平絹〉 有 ナシ 36.5 綿入 十 5 I (裏と共裂〉広袖 2 I 36.0 
7白ず胴形吋子 1if 1 H 1吋レ 1~ A 1紅平絹| ナ |凶 12.01ぉo襟護服 有ナシ 35.5 綿入平ぐけ靴 シ
-紅平絹) I I I VV.V  I 3x35.7 
(8)警捜茶172替州こ 1，11 H 1 ~~:S71 ~ A 1赤四つ打 1(Ji! :~til!) 1 'i'l 119.0 1 小相Jl胴!民 有ナシ裾21ケ綿入表 紐(裏 ~) 1 /J11 1 1 37.2 
-崩黄平絹 ・ .5+(総)4.5
1家伝来叩鶴 吋栴 1H 17V 1叩レ| ネ合 |年九七(品品)1広袖 120.01 32.0 1同}]!x ナシ ナシ 41. 5 
(裏 ・紅平絹〉 1. 9 x 53 
布川家(伝哀来紙衣胴〉!l世
[有|ナシ| ナ
1 m A 1紅雫絹摺箔|三角裂| | |Z320 
-紅平，f.再 シ 綿入 平幅は 15紐 (裏と共裂〉広紺1I 21.0 I mS:。






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ふ・ ，‘" 1 ト1~-I
同
・
白
ノ、
n 
-'J 
llcm 
5.8cm 
(Ja:・万
紐の三角裂{一一
l高さ
と
同
様
で
あ
る
。
刺
繍
糸
は
紅
、
自
に
近
い
薄
紅
、
燈
色
が
か
っ
た
黄
紅
(
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
)
、
蔚
黄
、
裁
色
、
浅
葱
、
薄
浅
葱
、
紫
、
金
茶
、
白
の
撚
の
な
い
絹
の
平
糸
の
十
色
と
、
二
色
を
撚
り
合
わ
せ
た
杢
糸
は
、
芦
の
穂
に
用
い
ら
れ
て
い
る
紫
と
自
の
絹
の
杢
糸
、
亀
の
尾
に
用
い
ら
れ
て
い
る
金
茶
と
蔚
実測図
黄
の
絹
の
杢
糸
の
二
種
で
、
計
十
二
色
が
使
用
さ
れ
て
い
山道草花鶴亀文繍箔胴服
る
。色
糸
の
使
い
わ
け
は
、
上
杉
家
伝
来
の
伝
謙
信
所
用
胴
服
八
領
の
中
、
刺
繍
の
多
い
吉川家伝来
「
ω紅
地
雪
持
柳
繍
、
襟
辻
ヶ
花
染
胴
服
」
「
ω白
地
桐
文
綾
、
襟
繍
胴
服
」
「
ω白
挿図14
地
五
重
棒
牡
丹
唐
草
文
綾
、
襟
繍
胴
服
」
「
ω浅
葱
綾
竹
雀
紋
繍
、
襟
摺
箔
描
絵
胴
/¥ 
服
」
(
以
上
美
術
研
究
二
四
二
、
二
四
三
号
の
拙
稿
参
照
)
な
ど
室
町
・
桃
山
期
の
刺
繍
210 
遺
品
同
様
、
葉
や
茎
は
蔚
黄
や
鶴
色
の
緑
系
、
花
は
基
調
に
そ
の
花
の
色
、
雪
は
白
と
い
っ
た
よ
う
に
総
じ
て
実
物
の
物
に
即
し
た
、
或
は
そ
れ
に
近
い
色
の
濃
淡
を
効
果
的
に
繊
細
に
使
い
分
け
な
が
ら
、
処
々
に
写
実
か
ら
は
離
れ
た
色
が
或
時
は
ア
タ
セ
ン
ト
の
役
を
、
或
時
は
柔
か
味
を
添
え
る
役
目
を
果
す
よ
う
に
配
し
て
あ
り、
ま
た
葉
や
花
を
き
っ
ぱ
り
と
途
中
で
色
を
変
え
た
り
室
町
・
桃
山
期
の
特
徴
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
刺
繍
技
術
は
丁
寧
で
優
れ
て
お
り
、
個
々
の
模
様
が
く
っ
き
り
と
鮮
や
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
大
き
く
渡
っ
た
渡
し
繍
の
繍
糸
も
、
よ
く
目
が
つ
ん
で
揃
っ
て
い
る
。
た
だ
、
鶴
の
雛
を
除
く
全
図
様
に
生
彩
さ
を
欠
く
難
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
山
道
文
様
の
摺
箔
部
分
は
刺
繍
が
完
了
し
た
後
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
摺
箔
部
分
に
入
っ
て
い
る
鶴
の
雛
の
脚
な
ど
に
金
箔
が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
刺
繍
糸
の
上
か
ら
附
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
摺
箔
の
剥
落
部
分
の
処
々
に
刺
繍
の
下
絵
の
墨
の
線
(
図
版
皿
a
参
M
U
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
室
町
・
桃
山
期
の
他
の
繍
や
繍
箔
の
例
(挿
図
叩
参
照
)
と
同
様
で
あ
る
。以
上
、
紅
の
濃
淡
と
金
摺
箔
の
華
や
か
な
山
道
地
に
、
雪
持
芦
、
雪
持
笹
、
松
、
桐
紋
、
鶴
、
鶴
の
雛
、
蓑
亀
を
配
し
た
こ
の
胴
服
の
模
様
を
詳
述
し
た
が
、
こ
の
模
様
は
、
希
望
と
生
気
に
満
ち
た
早
春
の
景
に
、
こ
れ
か
ら
千
年
を
生
き
よ
う
と
す
る
三
六
羽
の
鶴
の
雛
ま
で
交
じ
え
た
吉
祥
模
様
を
配
し
た
も
の
で
、
将
来
の
発
展
、
子
孫
の
繁
栄
を
願
っ
た
、
い
わ
ば
戦
国
武
将
の
悲
願
を
盛
っ
た
模
様
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)
形
状
、
法
量
は
一
覧
表
と
挿
図
凶
の
実
測
図
に
示
し
た
。
袷
仕
立
で
、
裏
は
通
し
一
襲
、
袖
口
に
は
両
袖
と
も
約
0
・
一
セ
ン
チ
の
植
が
あ
り
、
裾
に
は
植
は
な
く
表
裏
が
突
き
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
背
縫
の
折
被
せ
は
表
裏
と
も
わ
れ
わ
れ
が
い
う
正
常
な
方
向
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二
O
頁
、
挿
図
3
参
照
〉
に
な
っ
て
い
る
。
縫
い
方
は
、
伝
上
杉
謙
信
所
用
の
浅
葱
紬
小
袖
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
小
袖
同
参
照
)
や
同
じ
く
伝
上
杉
謙
信
所
用
の
例
浅
葱
綾
竹
雀
紋
繍
、
襟
摺
箔
描
絵
袷
胴
服
(
美
術
研
究
二
四
三
号
、
胴
服
ω参
照
)
、
伝
直
江
兼
統
所
用
薄
浅
葱
鍛
子
袷
胴
服
(
美
術
研
究
ニ
四
四
号
、
三
八
頁
、
挿
図
お
、
同
四
一
頁
、
註
日
参
照
)
の
袷
仕
立
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
即
ち
袖
下
と
背
縫
、
両
脇
縫
は
四
つ
縫
が
し
て
あ
り
、
袖
附
、
襟
附
は
三
枚
一
緒
に
縫
っ
て
か
ら
一
枚
が
く
け
つ
け
て
あ
る
。
具
体
的
に
い
う
と
、
袖
附
は
、
表
袖
と
表
身
頃
と
一
畏
身
頃
の
三
枚
が
一
緒
に
縫
っ
て
あ
り
、
そ
の
後
で
裏
袖
が
く
け
つ
け
て
あ
る
。
襟
附
は
、
予
め
表
襟
と
裏
襟
が
縫
い
合
わ
せ
て
あ
る
襟
裂
の
表
襟
の
襟
附
と
表
身
頃
、
裏
身
頃
の
三
枚
が
一
緒
に
縫
わ
れ
、
そ
の
後
で
、
裏
襟
の
襟
附
部
分
が
く
け
つ
け
て
あ
る
。
そ
の
襟
附
に
は
一
屑
山
か
ら
右
身
頃
の
方
は
三
四
・
二
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
に
、
左
身
頃
の
方
は
三
五
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
に
底
辺
一
一
セ
ン
チ
、
高
さ
五
・
八
セ
ン
チ
の
二
枚
く
け
合
わ
せ
の
袷
の
三
角
裂
が
か
が
り
つ
け
て
あ
り
、
三
角
裂
に
は
一
・
九
セ
ン
チ
幅
、
長
さ
は
右
が
五
三
・
七
セ
ン
チ
、
左
が
五
二
・
七
セ
ン
チ
の
袷
の
胸
紐
が
挟
み
込
ん
で
あ
る
。
紐
は
両
方
と
も
わ
な
が
上
、
縫
目
が
下
に
つ
け
て
あ
る
(
挿
図
u
y
縫
糸
は
白
S
撚
の
絹
糸
で
、
縫
目
は
四
つ
縫
や
三
つ
縫
の
平
縫
は
0
・
七
J
一
セ
ン
チ
の
針
目
で
、
二
枚
合
わ
せ
の
平
縫
は
0
・
四
J
0
・
五
セ
ン
チ
の
針
目
に
な
っ
て
い
る
。
く
け
目
は
、
裏
袖
の
く
け
つ
け
が
一
・
五
J
一
・
七
セ
ン
チ
の
針
目
、
裏
襟
の
く
け
つ
け
が
0
・
六
J
0
・
九
セ
ン
チ
の
針
目
、
胸
紐
の
く
け
目
は
0
・
七
J
0
・
九
セ
ン
チ
、
三
角
裂
の
か
が
り
つ
け
は
0
・
四
J
0
・
六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
古
川
家
伝
来
「
山
道
草
花
鶴
亀
文
繍
箔
胴
服
」
に
つ
い
て
(
表
裂
)
白
の
練
緯
で
、
経
糸
は
細
く
、
綿
糸
の
約
1
一2
の
太
さ
で
、
二
本
ず
つ
寄
っ
て
お
り
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
経
糸
は
四
四
木
前
後
、
緯
糸
は
三
二
越
前
後
で
あ
る
。
(
裏
裂
、
紐
裂
)
紅
の
練
緯
で
先
染
、
経
糸
は
薄
賞
、
総
糸
は
紅
で
あ
る
。
経
糸
は
細
く
、
緯
糸
の
約
1
一4
の
太
さ
で
、
二
本
ず
つ
寄
っ
て
お
り
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
四
四
木
前
後
、
緯
糸
は
三
O
越
前
後
の
部
分
か
ら
三
六
越
前
後
の
部
分
と
打
ち
込
み
が
多
少
不
揃
い
で
あ
る
。
(
三
角
裂
)
胸
紐
が
つ
い
て
い
る
部
分
の
三
角
裂
は
一
見
裏
裂
や
紐
裂
と
共
の
紅
練
緯
の
よ
う
で
あ
る
が
、
後
染
で
あ
る
こ
と
、
経
糸
の
二
木
ず
つ
寄
っ
て
い
る
寄
り
具
合
が
ゆ
る
い
こ
と
な
ど
異
質
な
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
経
糸
は
細
く
、
緯
糸
の
約
1
一4
の
太
さ
で
、
二
本
ず
つ
寄
っ
て
お
り
、
密
度
は
一
セ
ン
チ
問
に
、
経
糸
は
四
四
本
前
後
、
緯
糸
は
三
八
越
か
ら
四
O
越
前
後
で
あ
る
。
以
上
の
調
査
に
よ
っ
て
、
吉
川
家
伝
来
「
山
道
草
花
鶴
亀
文
繍
箔
胴
服
」
に
は
、
次
の
諸
事
項
が
結
論
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
胴
服
は
疑
う
余
地
の
な
い
「
う
ぶ
」
な
胴
服
で
、
こ
の
種
の
繍
箔
と
し
て
は
極
め
て
保
存
状
態
が
よ
く
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
形
態
の
上
で
は
桃
山
時
代
の
胴
服
に
共
通
す
る
特
徴
を
よ
く
備
え
て
お
り
、
胴
服
と
し
て
の
形
が
、
初
期
小
袖
の
上
に
か
さ
ね
て
着
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
211 
九
美
術
l¥ 
ノ、
Eヨ
マコf
研
究
伝謙信所用(4)白地五重搾牡丹唐草文綾 ・襟繍胴服
室町時代米沢上杉神社蔵
挿図15
示
し
て
い
る
。
即
ち
一
覧
表
、
並
び
に
実
測
図
(
挿
図
凶
)
に
示
し
た
よ
う
に
、
桃
山
期
以
前
の
小
袖
の
特
徴
で
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
狭
い
袖
幅
(
a
〉
、
広
い
身
幅
(
後
身
幅
は
b
、
前
身
幅
は
h
)
が
先
ず
注
目
さ
れ
、
次
の
襟
一
屑
あ
き
(
C
〉
が
狭
く
、
立
棲
(
e
、
襟
下
〉
が
短
く
、
桁
(
・
1
)
が
短
い
こ
と
が
初
期
小
袖
の
上
に
か
さ
ね
て
着
た
衣
服
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
胴
服
の
袖
は
比
較
的
年
代
の
上
る
胴
服
に
多
い
広
袖
(
干
袖
〉
で
、
桃
山
期
の
胴
服
で
も
多
少
年
代
の
下
る
も
の
や
後
世
の
羽
織
に
は
檎
、
乃
至
は
袷
に
相
当
す
る
大
き
さ
の
裂
の
持
出
し
分
が
あ
る
が
、
こ
の
胴
服
に
は
上
杉
家
伝
来
の
謙
信
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
八
領
の
胴
服
同
様
に
檎
が
な
い
。
経
は
な
い
が
、
襟
は
裾
ま
で
つ
い
て
お
ら
ず
に
立
棲
(
襟
下
)
が
あ
り
、
こ
う
い
う
形
は
上
杉
家
伝
来
の
八
領
の
胴
服
の
中
で
二
領
だ
け
妊
の
な
い
胴
服
が
あ
っ
て
(ω
金
銀
欄
鍛
子
等
縫
介
刷
版
、
ω白
地
五
重
機
牡
丹
唐
草
文
綾
、
襟
繍
胴
服
の
二
領
、
美
術
研
究
一
二
六
号
、
二
四
三
号
参
照
)
石川|家伝来 太閤拝領紙衣胴服
静岡 ・宇都谷 石川俊一氏蔵
挿図16
。
そ
の
二
領
も
襟
は
裾
ま
で
っ
か
212 
ず
に
立
棲
が
あ
る
。
桃
山
期
で
も
時
代
が
下
る
胴
服
や
後
世
の
羽
織
に
は
背
割
れ
や
裾
脇
あ
け
の
あ
る
も
の
は
稀
で
あ
る
が
、
こ
の
胴
服
に
は
背
割
れ
が
あ
る
(
上
杉
家
伝
来
の
八
領
の
胴
服
に
は
背
割
れ
の
あ
る
も
の
六
領
、
裾
脇
あ
け
の
あ
る
も
の
二
領
)
。
胸
紐
は
三
角
裂
を
紐
附
部
分
に
用
で
、
時
代
的
に
上
る
と
思
わ
れ
る
胴
服
に
多
い
形
式
で
あ
る
。
い
た
大
き
く
派
手
な
く
け
紐
こ
れ
ら
を
総
合
し
た
形
態
か
ら
、
こ
れ
に
近
い
と
思
わ
れ
る
形
態
の
胴
服
は
、
上
杉
家
伝
来
の
胴
服
八
領
中
の
ω白
地
五
重
棒
牡
丹
唐
草
文
綾
、
う
つ
の
や
の
5
、
挿
図
日
〉
と
静
岡
市
宇
都
谷
の
石
川
家
に
太
閤
よ
り
拝
領
し
た
と
し
て
伝
え
襟
繍
胴
服
(
一
覧
表
ら
れ
る
紙
衣
胴
服
(
一
覧
表
、
抑
凶
日
)
の
二
領
で
、
特
に
後
者
は
吉
川
家
の
胴
服
同
日
に
秀
吉
が
小
田
原
征
伐
に
向
っ
た
際
、
様
太
閤
よ
り
拝
領
し
た
も
の
と
い
わ
れ
(
こ
れ
は
天
正
一
八
|
一
五
九
O
|
年
三
月
十
九
石
川
家
の
宇
都
谷
峠
で
馬
の
草
桂
が
切
れ
た
時
、
祖
先
が
二
足
の
草
鞍
を
差
し
出
し
て
か
で
、
そ
の
言
葉
に
気
を
よ
く
し
た
秀
吉
が
、
「
一
足
は
勝
っ
て
お
帰
え
り
の
折
り
に
」
と
言
っ
た
と
胴
服
を
脱
い
で
与
え
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
と
そ
れ
以
後
、
石
川
家
に
は
「
お
羽
織
屋
」
と
い
う
名
が
つ
い
て
、
い
わ
れ
る
。
大
名
が
こ
こ
で
お
羽
織
拝
見
に
立
ち
寄
り
、
上
り
下
り
の
家
運
が
栄
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
)
、
吉
川
家
の
胴
服
が
天
正
一
五
年
、
石
川
家
の
が
天
正
一
八
年
と
年
代
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
胴
服
形
態
上
か
ら
の
考
察
と
、
吉
川
家
、
石
川
家
の
家
伝
と
が
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
仕
立
て
も
亦
、
室
町
・
桃
山
期
の
仕
立
上
の
特
徴
で
あ
る
鷹
揚
さ
や
技
術
の
幼
稚
さ
が
窺
わ
れ
、
袷
仕
立
の
方
法
に
お
い
て
も
上
杉
家
伝
来
の
袷
仕
立
の
小
袖
や
胴
服
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
更
に
表
裂
、
裏
裂
等
の
裂
地
の
種
類
と
、
そ
れ
ら
の
染
、
繍
、
摺
箔
の
技
術
、
文
様
は
す
べ
て
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
桃
山
期
の
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
。
従
っ
て
吉
川
家
伝
来
繍
箔
胴
服
は
、
家
伝
通
り
吉
川
広
家
が
朝
鮮
征
伐
の
功
績
に
よ
っ
て
天
正
十
五
年
に
豊
臣
秀
吉
よ
り
拝
領
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
伝
来
が
確
実
で
保
存
状
態
が
極
め
て
良
好
な
桃
山
期
の
秀
作
を
認
め
得
た
こ
と
は
、
わ
が
染
織
史
上
、
ひ
い
て
は
日
本
工
芸
史
上
、
大
な
る
意
義
が
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
得
難
い
資
料
を
、
良
好
な
保
存
条
件
下
に
大
切
に
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
吉
川
家
の
御
先
祖
並
び
に
御
当
主
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ
は
改
め
て
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
(
一
九
七
二
年
九
月
)
な
お
本
稿
の
調
査
に
当
り
、
御
多
用
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
種
々
御
便
宜
を
お
は
か
り
下
さ
っ
た
文
化
庁
美
術
工
芸
課
の
鈴
木
友
也
、
橋
本
健
一
郎
両
氏
並
び
に
、
御
意
見
を
賜
っ
た
共
立
女
子
大
学
教
授
山
辺
知
行
、
元
当
研
究
所
美
術
部
長
中
川
千
咲
両
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
註
-
拙
稿
「
染
織
品
の
保
存
と
陳
列
」
ミ
ュ
l
ツ
ア
ム
一
四
二
号
(
昭
和
三
八
年
一
川
号
)
十
二
頁
中
段
t
下
段
参
照
。
2 
ぬ
い
は
〈
繍
箔
は
摺
箔
(
註
3
〉
に
刺
繍
を
加
え
た
も
の
を
い
い
、
能
装
束
の
縫
箔
は
鮒
箔
技
術
で
出
来
て
い
る
能
装
束
を
い
う
。
3 
摺
箔
は
型
紙
で
糊
を
置
い
た
上
に
金
・
銀
の
箔
を
置
い
て
模
様
部
分
場
」
金
箔
や
銀
箔
で
表
現
し
た
き
つ
け
も
の
を
い
い
、
能
装
束
の
摺
箔
は
摺
箔
の
技
術
で
模
様
が
表
現
さ
れ
て
い
る
女
役
の
着
付
を
い
う
。
地
裂
は
刺
繍
、
摺
箔
、
描
絵
等
で
模
様
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
染
織
品
の
地
に
な
っ
て
い
る
裂
ハ
生
4 
地
)
を
い
う
。吉
川
家
伝
来
「
山
道
草
花
鶴
亀
文
繍
箔
胴
服
」
に
つ
い
て
5 
た
で
い
と
ぬ
き
い
と
練
緯
は
練
貫
と
も
書
き
、
経
糸
に
精
練
し
な
い
生
糸
を
用
い
、
緯
糸
(
横
糸
)
に
精
練
し
た
練
糸
を
用
い
て
平
組
織
に
織
っ
た
絹
織
物
で
、
経
糸
は
緯
糸
に
く
ら
べ
て
目
立
っ
て
細
く
、
ま
た
緯
に
比
し
て
経
の
糸
数
が
多
い
。
表
面
に
独
特
の
光
択
が
あ
り
、
薄
手
で
張
り
の
あ
る
生
地
で
あ
る
。
室
町
桃
山
時
代
の
平
絹
に
は
乙
の
練
緯
が
多
い
。
6 
裏
打
は
元
来
補
強
の
意
味
で
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
室
町
・
桃
山
時
代
の
刺
繍
に
見
ら
れ
る
裏
打
は
補
強
と
い
う
よ
り
、
比
較
的
薄
地
の
裂
に
刺
繍
を
施
す
た
め
引
き
つ
り
が
生
じ
や
す
い
の
で
、
そ
の
引
含
つ
り
防
止
の
た
め
、
予
め
刺
輔
の
地
裂
に
紙
の
哀
打
脅
し
、
刺
繍
糸
は
裏
打
の
紙
も
同
時
に
刺
し
て
行
う
と
い
っ
た
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
7 
渡
し
繍
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
哀
ぬ
き
」
の
技
法
で
、
裂
の
一
裂
に
糸
を
ま
わ
さ
ず
、
裂
の
表
だ
け
に
糸
を
渡
し
、
裂
を
わ
ず
か
す
く
う
だ
け
で
戻
る
、
そ
の
方
法
の
く
り
返
え
し
で
行
わ
れ
る
繍
法
で
あ
る
。
山
本
ら
く
著
「
刺
繍
」
(
H
木
染
織
芸
術
叢
書
5
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
芸
州
堂
発
行
〉
の
繍
法
の
種
類
で
は
2
平
繍
、
3
斜
繍
に
属
す
る
よ
う
で
あ
る
。
2
平
繍
は
「
糸
を
平
に
並
べ
て
、
形
の
面
を
ぬ
い
埋
め
る
方
法
」
、
3
斜
繍
は
「
比
較
的
細
長
い
形
を
ぬ
う
方
法
」
と
解
説
に
あ
る
。
8 
山
本
ら
く
著
「
.
刺
繍
」
(
註
7
参
照
)
の
繍
法
の
種
類
で
は
7
来
掛
繍
に
入
る
6
一
針
掛
繍
、
と
思
わ
れ
る
。
6
一
針
掛
繍
は
「
細
い
線
を
表
わ
す
ぬ
い
方
で
、
針
目
の
長
短
に
関
係
な
く
、
室1-
で
糸
を
渡
す
ぬ
い
方
で
あ
る
。
長
い
針
円
の
場
合
に
は
直
線
、
曲
線
、
い
ず
れ
も
細
い
糸
で
と
ま
か
く
と
め
る
。
こ
れ
は
葉
筋
、
ま
た
は
松
葉
な
ど
に
応
用
さ
れ
る
」
、
7
乗
掛
繍
は
「
一
度
ぬ
っ
た
よ
か
ら
更
に
乗
せ
か
け
て
ぬ
う
方
法
、
平
繍
な
ど
で
針
目
の
長
い
場
合
そ
の
針
目
を
押
さ
え
る
た
め
、
ま
た
は
色
の
変
化
を
つ
け
る
と
さ
な
ど
に
用
い
る
」
と
解
説
に
あ
る
。
9 
山
本
ら
く
著
「
刺
繍
」
(
註
7
参
照
〉
の
締
法
の
種
類
で
は
、
日
継
針
繍
な
ど
に
入
る
1
綿
織
、
と
思
わ
れ
る
。
1
纏
繍
は
「
細
い
線
を
ぬ
う
と
き
に
用
い
る
方
法
で
、
線
の
太
さ
に
応
じ
て
二
針
立
、
三
針
立
、
四
針
立
の
別
が
あ
る
。
二
針
立
は
仮
り
に
針
目
を
0
・
六
セ
ン
チ
と
し
た
場
合
、
図
の
よ
う
に
ー
か
ら
出
し
て
0
・
三
セ
ン
チ
の
針
目
で
2
に
入
れ
、
次
に
3
K
出
し
て
0
・
六
セ
ン
チ
の
針
目
で
4
K
入
れ
、
5
に
出
し
て
6
に
入
れ
る
。
常
に
針
目
の
二
分
の
一
進
み
、
二
分
の
一
返
え
し
て
二
本
の
糸
を
並
べ
て
行
く
ぬ
い
方
で
あ
る
。
三
針
立
は
針
目
の
三
分
の
一
進
み
、
三
分
の
二
返
え
し
て
、
常
に
三
本
の
糸
を
並
べ
、
ま
た
四
針
立
は
針
目
の
四
分
の
一
進
み
、
四
分
の
三
返
え
し
、
常
に
四
本
を
並
べ
る
ぬ
い
方
で
あ
る
」
、
幻
継
針
繍
は
「
一
定
の
針
目
の
長
さ
を
つ
な
い
で
一
本
の
糸
の
よ
う
に
す
る
ぬ
い
方
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
図
の
よ
う
に
返
え
し
針
、
送
り
針
、
及
び
両
面
繍
の
213 
方
法
が
あ
る
」
と
解
説
に
あ
る
。
